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Benthic algal tlora and fish fauna were investigated in thirteen streal11s through th巴YakuIsland， Kagoshil11a Prefecture， .Iapan. In the all streal11s 

the grazing goby， SicyopterusjaponiclIs， was obs巴rvedby snorkeling census，日Ithoughayu， Plecoglossus alliveliムwasrecognized in the four of 

thirteen streams. Filal11entous cyanobacteria. 110川oeothrixjal/thilla.predominated in the streal11s with and withollt ayll. although their biol11ass 

was greater in the streal11s with ayll than without ayll. The distribution ofthe other fish had no significant elfects on the biol11ass ofthe filal11entolls 

cyanobacteria and there were no significant differences in nine environl11ental factors (width， water velocity， depth， plー1.tel1lperature， total 

nitrogen and phosphorlls， the ratio ofnitrogen日ndphosphorlls and sky openness) between the streal1ls with and without ayu. It appeared that the 

presence ofaYll allow the filal1lentous cyanobacteria to increase in the natural environl1lent 
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藻食魚類の採食は，河川|付着藻類の群落構造を変化させ

(Power and ~ Iatthews 1983， Power et a1. 1985，1988， lVootton 

& Oemke 1992， Gelwick et a1. 1997)，生態系に多大な影響
を及ぼすことが知られている (Stewart 1987， Gelwick & 

Matthews 1992，Flecker 1992，Pringle and Hamazaki 1997)。

日本の河川においても数種の藻食魚類が分布しており ，なか

でもアユ (P1ecoglossusaltivelis Temminck & Schlegel) 
は広く分布し，かつ，水産的に重要な魚種として各地で盛ん

司。
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に噌殖事業が行われている。これまで、に人工河)11を用いた実

験から，アユの採食により付着藻類群落が，珪藻優占群落か

ら糸状腹藻 (Hollloθothrixjanthina (Born巴t& Flahaul t) 

Starmach)優占群落へ変化することが知られている (Abeet 

a1. 200l)。しかし，天然河川においてアユの採食の影響を

調査した例は少ない (Abeet a1. 2000， 2003)。

屋久島は，鹿児島県大隈半島から約60km離れた沖合にあり

(Fig. 1)，堆積岩からなる熊毛層群に花開岩が隆起して形成

the Yαku 1st. 
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Fig. 1. Map ofthe Yaklllsland and the thirteen streal11s (1ー13).1. the Miyanollra River， 2. the Shitoko River. 3. the Isso River， 4. the 

Yoshida River， 5. an anonyll1olls streall1. 6. the DOll1en River， 7. the Nagata Ri、ler.8. the Segiri River. 9. the Oho Riv巳仁 10.the KOyOllzi 
River， 11. the Nakall1a River， 12. the YlI River， 13. the Nakase River. Opcn circle shows th巴locationof the sllldy sitc in each streall1 
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Table 1. List offish taxa observed by snorkeling census in the thirteen streams (1 -13). Plus mark (+) indicates presence 

T出 a 2 3 4 

P/ecog/ossus a/tive/is + + 

Sicyopterus japonicus + + + + 

Stiphodon e/eg，ωlS 

Tridentiger kuroiwae + 

Rhinogobius giurinus + + 

Rhinogobius spp. + + + 

Kuh/ia marginata + + + + 

された南西諸島中帯の島である。屋久島は，約500km2程度の

小さな島であり，標高 1900mを超える奥岳山塊に源を発し急

峻な斜面を流れ下る多くの河川を有している。本研究では，

天然河川における付着藻類群落に及ぼすアユの採食の影響に

ついて検討するため，屋久島においてアユが分布する河川と

分布していない河川の付着藻類植生を調査したので報告する。

方法

調査は， 2003年 10月29-31日に屋久島を流れる 13河川

(宮之浦川，志戸子川，一奏川，吉田川，無名の河川，土面川，

永田川，瀬切川，大川，小楊枝)11，中間川，湯川，中瀬川)に

て行った (Fig. 1)。各河川の調査地点、は，アユの移動を妨

げる堰および滝などの下流に設定した。各地点において，約

200mの区聞を約10分間，潜水観察し魚類相を調査した他，川

幅，流速，水深，水温，水質 (pH，全窒素，全リン，全窒素

対全リン比)および関空率を測定した。本研究では，関空率

を全天写真において空が見える部分の面積の比率によって表

し，日照条件の指標とした。なお，関空率は，魚眼レンズ(オ

リンパス FCON-02)付きデジタルカメラ(オリンパス C-900

Z 0 om) により撮影した全天写真をコンビューターソフト

(CanopOn ver. 1.10， http://takenaka-akio.cool.ne.jp./ 

巴tc/canopon)を用いて解析した。流速は，プロペラ式流速計

(コスモ理研CR-7型)を用いて測定した。河川水の全窒素お

よび全リン濃度は，アルカリベルオキソ二硫酸ナトリウム溶

液およひーベルオキソ二硫酸ナトリウム溶液をそれぞれ添加し

加熱分解した後，オートアナライザー(プラン・ルーベ(株)

社TRAACS800)を使って測定した。各地点の底質は，いずれ

も粒径 10cm以上の石および巨石が優占していた。

付着藻類は，各地点において無作為に選んだ6個の石の上

に置いた方形枠内 (5x 5cm)からナイロンブラシと洗ビン

を使って採集した。 6個の石から採集した付着藻類を Iつに

併せ，さらに2つに小分けした後，その lつに直ちにホルマ

リン (5%)を加え種類組成測定用の試料とした。残りの試料

は，ガラス繊維ろ紙 (WhatmanGF/C)を使ってろ過し，残溢

を800Cで24時間乾燥させ乾燥重量を求めた後， 5000Cで燃焼

させ灰分重量を測定した。付着藻類の現存量は，乾燥重量か

ら灰分重量を号|し、て求めた強熱減量により表した。固定した

付着藻類試料は，細胞計数板を用いて光学顕微鏡 (x40)10視

野内における珪藻細胞数を計数し，さらに，緑藻および藍藻

を同定した後，それらの被度を算出して優占度とした。また，

5 6 7 8 9 10 11 12 13 

+ + 

+ + + + + + + + + 

+ + + 

+ 

+ + + 

+ + + + + 十 + 

+ + + + + + 

糸状藍藻の現存量は，試料中の糸状体密度と糸状体の平均サ

イズ (>0.1同1)を測定し，それらの値を使って算出した体積

により表した。その後，試料を南雲(1995)の方法を用いて

洗浄し，プルーラックスに封入後，光学顕微鏡 (xl00)を用

いて珪藻を同定した。この際，出現種ごとに被殻数を計数し

相対頻度を求めた。また，顕微鏡写真から，各珪藻種の殻面

面積を算出した。各珪藻種の優占度は，光学顕微鏡10視野内

の珪藻細胞数に，相対頻度および殻面面積を掛合せ求めた被

度により表した。

データは，t検定法を用いて解析した。なお，データの正

規性および等分散性を高めるため，優占度および関空率デー

タは逆正弦変換および現存量データは対数変換によりそれぞ

れ変数変換し解析した。

結果

潜水観察の結果， 13河川より 7種類の魚類が確認され，そ

のうち2種類の藻食魚が認められた。アユは 13河川のうち4

河川(宮之浦川，一奏川，永田川およひツト楊枝川1)において

観察されたが，ボウズハゼ、 (Sicyopterus japonicus 

(Tanaka) )は全ての河川で認められた。さらに，アユの分布

が確認された河川および未確認の河川において，雑食性魚類

であるナンヨウボウズハゼ (Stiphodonpercnopterygionus 

Watson & Chen) ，ナガノゴリ (Tridentigerkuroiwae Jordan 

& Tanaka)，ゴクラクハゼ (Rhinogobiusgiurinus (Rutter))， 

ヨシノボリ類 (Rhinogobiusspp.)およびユゴイ (Kuhlia

marginata (Cuvier))が観察された (Table1)。

本研究では， 13河川より採集した付着藻類試料より， 38種

類(緑藻1種類，藍藻 4種類，珪藻 33種類)を同定した (Table

2)。アユの分布が確認された河川および未確認の河川，いず

れにおいても糸状藍藻Homoeothrixjanthina (Fig. 2)が優

占(平均50%以上)していた。また，珪藻では，アユが未確

認の河川で，Achnanthes subhudsonis Hustedt (Fig. 3)， A. 

crenulata Grunow(Fig. 4)， Cocconeis placentula Ehrenberg 

var. euglypta (Ehrenberg) Grunow (Fig. 5)， A匂vicula

cryptotenella Lange-Bertalot (Fig. 6)およびReimeria

sinuata (W. Gregory) Kociolek & Stoermer (Fig. 7)が優
占(平均2%以上)していた。一方，アユの分布が確認され
た河川では Gomphonemaparvulum Kutzing (Fig. 8)および

N. cryptotenellaがそれぞれ優占(平均2%以上)していた。

アユの分布が未確認の河川におけるH.janthinaの優占度
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Table 2. List of algal taxa identified in the benthic algal communities in the thirteen streams (1・13).Plus 

mark (+) indicates presence. The shaded columns are indicates the st陀amswhere ayu were observed 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 Taxa 

BACll且ARIOPHYCEAE

Achnanthes cremぬ加
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Fig. 2. /-fomoeolhrixjanrhina. Fig. 3. Achnanlhes sllbhlldsonis: a. Raphe valve. b. Rapheless v日Ive.Fig. 4. Achnanlhes crenlllala; a. Raphe valve. b. Rapheless 

valve. Fig. 5. Cocconeis placenlula var. euglypla; a. Raphe valve. b. Rapheless valve. Fig. 6， 7. Reill/eria sinuate. Fig. 8，9. N，抑制laCI)lpl0lenella. Fig. 10. I I 
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は，珪藻類の優占度との聞に有意な差は認められなかった (t 

= 1. 450， p > 0.1， Fig. 12A)。 しかし，アユの分布が1確認
された河川における /J. janthinaの優占度は，珪藻類に比べ

有意に高かった (t= 6.335， p く 0.01，Fig. 12A)。さら
に，f1. janthinaの現存量は，アユが未確認の河川に比べ，ア

ユの分布が確認された阿川で、有意に高かった (t= 3.698， p 
くO.05， Fig. 12s)。一方，H. jan thinaの現存量におlし，ナ

ンヨウボウス‘ハゼ (t= 0.137， p> 0.5)，ナガノゴリ (t= 
0.314， p> 0.5)，ゴクラクノ¥ゼ (t= 0.392， p> 0.5)，ヨ
シノボリ類 (t= 0.177， p > 0.5)およびユゴイ (t= 1. 539， 
p > O. 1)の有無による影響は認められなかった。また，調
査地点の川幅，流速，7k深， 7ktFnL水質 (pH，全窒素，全リ

ン，全窒素実l全リン比)， 開空率および付着藻類の現存量につ

いて，いずれもアユの分布が確認された河川および未確認の

河川間で有意な差は認められなかった (Table3)。

考察

屋久島ではアユが~!<<:î枚的に分布 し ， アユの分布する河川で

は，アユが確認されなかった河川に比べ， 糸状藍藻の現存盆

がi喜lくなっていた。本研究では，アユの他 5種類の雑食性

魚類の分布が肉!~散的に確認されたが，糸状藍藻の現存量に対

しこれら魚類の分布の影響は認められなかった。さらに，制

査した9項目の物理 ・化学的環境要因について，アユの分布

する河川および分布が確認、されなかった河川の問で有意な違
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Fig. 12. Dominance ofthe algall以 a(A) and biovollll1le of H.jal1lhina (8) inlhe streal1ls with (+ Ayll) and withollt 

ayll (-AYlI). Yertical bars indicate standard errors 

いは認められず，アユの分布が付着藻類の群落梢造に強く影

響を及ぼしていたものと考えられる。これまでに，人工河川

を用いた実験から，アユの採食によって河床に糸状藍藻優占

群落の形成されることが報告されており (Abeet a1. 2001)， 

天然河川においてもアユに頻繁に採食された場所では糸状藍

藻が優占すること (Abeet a1. 2000)，アユの遡上に伴い珪

藻群落から糸状藍藻群落に変化することがそれぞれ報告され

ている (Abeet a1. 2003)。本研究の結果は，これらの既報

の知見と一致し，天然何川においてもアユの採食が付着藻類

群落に5齢、影響を及ぼしていることを示す。

叢状のコロニーを形成する糸状藍藻類は，魚類の採食に対

しF齢、抵抗性を有しており (Abeet a1. 2001)，様々な種類

の藻食魚によって採食されている環境下で繁茂することが知

られている (Poweret a1. 1988， Gelwick et a1. 1997， 

Flecker 1996， Pringle & Hamazaki 1997)。本研究では，調

査した全ての河川において藻食性のボウスハゼが分布しおり，

アユの分布が確認されなかった河川においても糸状藍藻が優

占種となっていた。しかし，アユの分布が確認されなかった

河川では，糸状藍藻の現存量が低く，珪藻と糸状珪藻の優占

度にも有意な差は認められなかった。この結果は，糸状藍藻

の増殖に及ぼす影響が，藻食魚の種類により異なることを示

している。水生昆虫を用いた実験から，付着藻類の群落構造

に及ぼす影響は，藻食動物の採食行動の違いにより異なるこ

とが知られている (Hill& Knight 1988， Karouna & Fuller 

1992)。今後，魚類においても口器の形態およひe採食行動等の

比較研究を通して，付着藻類群落に及ぼす藻食魚の影響につ

いて検討していくことが必要である。
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